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（様式第４号）       第４回丸子地域協議会 会議概要 

１ 審議会名  丸子地域協議会 

２ 日  時  令和 4年 7月 21日（木曜日） 午後 1 時 30 分から午後 2 時 30 分まで 

３ 会  場  丸子地域自治センター ４階 講堂 

４ 出 席 者  小林勉会長、宮下由紀副会長、阿部勇委員、石合茂委員、伊藤孝二委員、 
上野隆子委員、金田弘美委員、黒岩慶委員、齋藤由紀子委員、髙木涼子委員、 
田中幸子委員、中沢誠委員、中山康昭委員、堀内茂一委員、丸山登志一委員、 
割田栄二委員 

 
５ 市側出席者 中村丸子地域自治センター長 

春原丸子地域自治センター次長兼地域振興課長 

小林丸子地域振興政策幹兼丸子地域教育事務所長 

若林丸子市民サービス課長補佐、竹花丸子産業観光課産業企画担当政策幹 

滝澤丸子建設課長、矢ケ崎丸子・武石上下水道課長補佐、関丸子消防署長 
矢ケ崎地域振興課長補佐兼地域政策担当係長、倉澤主査、佐藤主査、中島主任 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・  一部公開  ・  非公開 

７ 傍聴者   ０人  ・  記者  １人 

８ 会議概要作成年月日  令和 4年 8月 10 日 

 

１ 開 会（春原センター次長） 

 

２ 小林会長あいさつ 

 

３ 報告事項 

 
（１）市民の森スケート場の廃止について （スポーツ推進課） 

    資料に沿い、スポーツ推進課から説明。 
 
   ＜質疑・応答＞ 
   （委員） 
   2，3 お聞きしたいと思いますが、スケート場の利用者を見ますと、令和 2 年度に減少した

数字が令和 3 年度は約 2,000 人増えているということにつきましては、これはどんなこと

が考えられますか。 

 

   （スポーツ推進課） 

   令和 2 年度につきましては各小学校で行っているスケート教室が、全くできませんでした。

ただ、令和 3 年度につきましては、1 月の途中まで、急激に感染が広がる前まではスケート

教室できていましたので、そういった影響があると考えております。 

 

   （委員） 
   もう 1 点、スケート場の廃止について東御市の方はどのような意見でしょうか。 
 
   （スポーツ推進課） 
   東御市さんとも既に協議は進めておりまして、まだ事務局段階ですけれども、廃止には賛成

といいますか、廃止はやむを得ないだろうとお聞きしているところです。 

 
   （委員） 
   地元の豊殿地区でいろいろ意見交換をしているようですが、そちらの方の意見等はどうです

か。 

 

   （スポーツ推進課） 

   豊殿地域の皆さんと正式な話し合いはこれからですが、他の地域の協議会ですとか、それ以

外の機会でお話を聞く限りでは特段の反対はないというふうに考えております。 
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（委員） 
   最後に 1 点、先ほど小学生の話を聞きましたけれども、近隣の小学生のいわゆるスケート

を体験する施設というのはここしか無いのでしょうか。それと、何校ぐらいがスケート場の

利用をしているのでしょうか。 

 

  （スポーツ推進課） 

   市内 21 校がスケート教室を市民の森スケート場で現状やっております。当然市民の森スケ

ート場がなくなりますと、スケート教室をどこでやるのかということになるのですが、今現

状を考えると長野市のエムウェーブ、それから軽井沢町の風越アリーナがここから近いスケ

ート場になりますので、小学校の希望を聞いてですけれども、そちらのスケート教室をする

にあたっても、教室の開催の部署ですとか、そういったものは今後検討していきたいと思っ

ております。 

 

  （委員）そうですね、代替の場所があるというのは良いですね。小学校のほうに新たな負担が

掛からないように、市の組織で考えていただきたいと思います。以上です。 

 

（２）（仮称）道の駅まるこ基本構想（案）について （建設課） 

   資料に沿い、丸子建設課から説明。 

 
   ＜質疑・応答＞ 
    
   （委員） 

候補地③にほぼ場所的には決定の方向と思うのですが、ハザードマップから見ると確かに

川の関係では想定浸水区域には入っておりません。場所がかなり低いですよね。オーバー

フローをして流されるということは無いと思うのですが、土砂災害区域からいきますとこ

こだけが空いている感じで、奥、その先、あるいは手前は間違いなく特別警戒区域土石流

が想定される部分に入っています。この辺の所を、特に道の駅は県外の方が来たりする中

で、特に内村の沢は両際が非常に急です。一旦大雨が降りますと間違いなく土石流が流れ

出るわけですが、この区域から外れているからということではなく、前後がもしこういう

状態であれば、この辺を改善して、間違いなく安全という部分を作り上げてからでないと、

たまたまこの部分は安全だろうという状態では進められないのでないかと思います。です

から、その辺の所を、ハザードマップの区域外であるからというだけで進めるのではなく、

安全第一をまず確保していただきたいと考えます。どうでしょうか。 

 
   （丸子建設課） 
    貴重な意見ありがとうございます。当地域が危険区域から外れているが、前後が危ないの

ではないかということですが、おっしゃるとおりでございますが、まず、依田川の水位に

つきましては確かに河川のハザードマップでは危険な地域になっておりますが、今回の計

画ではバイパスの高さまで道を上げて修正が入ってもらえる、まずその点はクリアさせて

いただけると思っています。災害区域エリアですが、今回は災害避難地として、施設を建

てる部分が危険エリアに入っているかどうかということで選定しておりまして、そこまで

行くのに例えばもう土砂崩れで行けないのではないか等が想定されるわけですが、そうい

ったときはまた違う避難場所を考えなければいけないのですが、まずは人が避難している

場所が、その施設が安全確保できるかということで今回設定させていただきました。なる

べくおっしゃることも十分承知はしていきたいと考えているのですが、この図面を見てい

ただきますと、概ね 9.4 ㎞の区間の中で隙間がほぼほぼない中で選ばさせていただきまし

た。県ともこういった防災につきましては、建設までには色々なことを加味しながら、総

合的に県事業と一緒に対応していきたいと思います。貴重な意見をありがとうございま

す。参考にさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 
 

（委員）川のほうの浸水想定については全然問題ないところですので、それはそれで良いと

思います。ただ、先ほど言いましたように、どちらにしてもこの沢は非常に危険な沢がず

っと続いているということですから、その前後を間違いなく安全を確保して、道の駅の中

で取り組んでいかなければ、いくらそこだけ安全だと言われても、前後は土砂災害区域に

指定されているところですから、その辺のところについては大事な部分だと思います。特

に県外者が来たり、この地域を知らない方が利用されたりすることですから、上田市のも
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のの考え方でなく専門的な考え方で検討していただきたいと思います。またヘリポートを

建設していただけるということですが、これは青木村の道の駅もそうですが、万が一の時

に閉鎖的な空間になってしまう可能性がありますので、土砂災害時、ヘリポートは非常に

大事だと思います。また、色々な食料の備蓄等も考えていただいているのですが、停電に

なった時には自家発電は入りますが、一番はトイレなんです。電気がなくても使えるトイ

レ、これについてはある場所を開ければトイレに使えるというような施設もありますし、

煮炊きもできる部分も非常に大事な部分。青木の場合はベンチの所をはぐとかまどになる

とかありますので、孤立することもあるということを考えておかなければいけませんの

で、この周辺でいろいろ新しい施設の中で使えるものについては充分検討していただきた

いと思います。以上です。 
 

（丸子建設課） 

ありがとうございます。ヘリポートにつきましては、私共の課でやっております「かわま

ち依田川千曲川合流地点の事業」がございますが、そこにも防災ヘリポートを設置するこ

とになっておりまして、今回のこの地域でもヘリポートがあった方が良いと思いますの

で、敷地としましても 20ｍ升程度で良いと消防からお聞きしてますので、ぜひこの整備

の中でヘリポートを置いていきたいと考えております。その他のご意見いただいた部分に

おいては貴重な意見として参考にさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

（委員） 
一点希望を申し上げたいと思います。この道の駅の特に地域振興ゾーン、これがあさつゆ

に該当するような施設ということですよね。 
 
（丸子産業観光課） 
一般的に考えているのは、こちらに記載のとおり直売所、物販所、また日用品を買うとこ

ろがないということで、それらを併せ持つ施設を考えておりまして、具体的な話はこれか

ら運営等選定した中で決めていきたいと思っていますのでよろしくお願いします。 
 
（委員） 
大事な施設ですので、あさつゆや東御市の雷電くるみの里が成功していると思います。ど

ういう管理体制にするかということは大変な問題でもありますし、あさつゆで運営されて

いるような積極的な取り組みをしていただけるような方に地域振興ゾーンの施設管理を

担っていただけるよう配慮していただきたいと思っております。つきまして、地域振興ゾ

ーンが出来るということでございますので、今建設関係の説明がありましたが、もっと農

業関係の皆さんもこの道の駅の建設整備に絡んで、農業関係の地域振興につながるような

にしていただきたいと思います。農家の皆さんが張り合いを持って取り組めるような場所

にしていただくよう、仕組みづくりや呼びかけを早めに行って、スタート段階には一致協

力して振興を図れるようにしていただきたいと思います。以上、希望です。 
 
（委員） 

例えばこの構想が完成した場合は、全国的な道の駅と比較すると、例えばＡＢＣといろい

ろある中で大きさ的には中ぐらいになるのですか。 

 

（丸子産業観光課） 
大きさや規模につきましては交通量から算出しております。例えばヘルシーテラス佐久南

が 2 万台程度、雷電くるみの里もそうですね。今回計画しているのは 1 万台ちょっとで、

中よりもちょっと下かなと思います。全国的にはサービスエリアと同じ規模のものが相当

数ありますので、長野県内では標準より若干小さ目というイメージがあると思います。 
 

 
４ その他 

（１）今後の協議会日程について 

      第 5 回  8 月 18 日（木）午後 1時 30 分 丸子地域自治センター 4 階 講堂 

      第 6 回  9 月 22 日（木）午後 1時 30 分 丸子地域自治センター 4 階 講堂 

      第７回 10 月 13 日（木）午後 1時 30 分 丸子地域自治センター 4 階 講堂 

 

５ 閉 会 
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